
第3報　自然沈降檢査法に於ける一新檢査法（改良

自然沈降検査法）竝に其の試驗結果に就て

岡卓郞

III. Takuro OKA:-On the new design for the method of accumlation 

of pebrin-spore by gravitation, and its experimental results.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　営

　瀦は捌こ池賑εの協力に於て・ホ繊微粒子病胞Y・の各種1館力法の比櫛醜を試み、自

然沈降瞼査法に依る揚合・胞子働正捧最も鵬なるを認め、蝕こ之力・實力肪法に關する各鰍

t・waの結果を報欝しf。

　著者は偶々上紀試験施行中、現行自然沈降瞼i査i法中に何等かの不備の顯があるらしく思はれ

る一㌔二成績に蓬i着したo

　，惟ふに微粒子病胞子の精密瞼査法εしては、少くεも次の諸瓢を満足させる様な方法でなけ

れば良法ごは云ひ褐ない。邸ち

　1．方法が簡躍であって氾遽に蜜施し簿る。

　2．　最少量の胞子をも褒見するこsSが出來る。

　3・　沈降瞼査の揚合は・集積胞子の金部を鏡1愈し得られる事。

　併して自然沈隆瞼査法の要諦は・蛾騰に散在欝虫する胞子を磨潰液中に游離せしめて之を一

定の揚所に集積し、多撒胞子の褒見を雰易ならしめ様ざするにあるは論を俊ない。然し乍ら現

准の如き器具を以てしては、この凶的を充分に逮成するこピは困難である。

　著者は上詑の黙を比較的講足せしめ得るざ認めたる一沈降管の考康を試み試瞼せる結襲、稽

見るべき成績を得たるを以て此腱に報1舟する。識餐の御叱正を得ば幸である。

　本稿を草するに當り、絶えず御激鋤を賜りたる場艮香i寸博士に凱しb叉懇切なる御摺導を賜

りたる科長池田正五郎氏に鋤し記して以て惑謝の意を蓑する次第である。　　　　　　　’

　　　　　　　　　1．著考の考案せる沈降管虹に沈降管盤の構逡

　著暫の沈降管はセルロイド製又は硝子製の圓柱管（直樫1。2～1、3c，m，）をスボィト機に＿端を

細くし・其の切口を直角・zド滑ならしめi他端に一定の大さを有するゴム球を附したもので

あるo（附圏1）

　本沈降管を装置する架戴は・普通の試験管毫の機な構造に於て、沈降管を挿入直立せしむる

圓孔を穿でる支持盤を必要に慮じ上方に取外し轡られる様にし、又直立せしめた沈降管の下底

にスライドグラスを併置したる盤を挿入する。而して此の盤も亦取外し得る様にしたものであ

るo（附瞳13）

　　　　　　　　　　　　∬・著者の沈降管に俄蓄検査力油

　先づ普通の方法に依り磨潰液を製準し、夢くに沈降管の系ll1き一端に2枚乃至3枚位の厚さの方

2糎内外のH見脂綿を装置し（附圏2）・その先端を少蟹の滑水を以て1閏ほし、ゴム球を指にて

持ち普通のスポイトの便用方法S同機の方法を以て磨潰液を吸上げる。次にそのま・硝予管ε

ゴム球εの連接鮎に指を持ち換へ、乳鉢の端に1挽脂綿を輕iくなすり付ける鋒寺は、脱脂綿は容易

に乳鉢中に落下する。此の際管中の被瞼液は落下するこεなく、假含落下する揚合に於ても僅　　　’
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に1～2滴にtll：　bものである。爾1同に吸上げ得る液1撫ま、管の内容積蛇にゴム球の大小に依

るも・著者が自製せる内復0・9c・m・・高さ6．0（｝．rl’1・、1砺子管の一端（約1．3c．m．）を綿iくしM7ド滑に

切噺せる部の内揮を0・5G．rn・にせる他端に市販乳房を附したるものにては1あ～2．｛｝e．〔1．　IXj外であ

る。次にこれを沈降管磯に装置せるスライドグラス盤上のスライドグラスの上に静かにガム球

を上にして直立するのである（附圃3）。此の際、Xライドグラス．1：に笹内の被楡液が少：lll：漏1鮎

するこざがあるが少しも叢支ない。斯くして所定1劇脇聯趾後、沈降管架の爾端を持つて欝かに

之を上方に取外す油は・沈ll糟はゴム球部にて支へられ（この目的を以て支持盤のMl孔は砲

・子管部よりは大なるもゴム球部よりは小ごなし鐙くものごす）圃博に取除け得らるるを以てス

ライドグラス上の鏡瞼騰に艀かにカバーゲラスを擬ふてそのまN鏡瞼する。尚必要あれば1陶

沈降せしめたその沈降管を再び別の沈降管盗に装置し2隅、3同S沈降せしめて瞼謝するこε

も可能である。

　　　　　　　Ill・普通自然沈降検査泌と著嵩の検査法との比較成綾

（1）　試　験　方　 浅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　萬家嶺巌無襟雄矯eO蛾）」診1蛾に欝し水（2，5e、e，）を以て1鰍1！tし、1％背性加犯2．rc．c，な

加へ、翼に一定胞狗を添加し充分混和し、その濃液2c．e．宛を曹通沈降讐S藩者の沈降管ざに

移し・夫々の方法に俊り灘躍し一電1［：1…間縄過後、所症の方法により鏡瞼し胞苧検出轍を上Dl咬iし

た。猶顯微鏡はLeitzの80〔｝倍を1吏用せり。以下同襟ぐ

（2）試験成績
　上記の方法に依り試臓したるに、從來の沈降管に於て俄出し得たる胞子敷に比し、醤者の方

法による俊出胞f「“dwの方が漉かに多し。今薗背を100　HSすれば後’酔は800乃盟890’C“あるc，實

に8乃至曾僑の多数胞子をi愈出しで尋たのである。その戒績を示せば次の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表

㌃器ミ
・例
o薯搬蒙

・例 o灘

沈降要瞥数

k）0

20

20

20

総親野数穂胞子激

100　　　　　892

100　　　　　SO21

loe　　　　　　37

100　　　　　2S9

有毒歩合

iO◎

工oe

85

ヱOO

コ朋野年均　　同左を指激
鷹　子・　：敷　　歪以て派す

8．9　　　　　10⑪

SO，2　　　　　，stJO

0，et）　　　　　　100

0，72　　　　　　｝3（｝0

　備考　液溜12αC、艀’既時間2’Ll－S間

　奥に同機の方法に依り・添加胞F叡を樋微量ミして試瞼したるに、著者の方法にょり100％

胞子を櫨出し得た同じ棚…量1に於て、從褒の方法に依るU：：Si（よ僅に30乃至4（｝％の有襟歩合を示し得

たるに過ぎない。

　即ち、i次表の如くであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　表

』＼一一 _磐　　項

磁　　別＼一＼＼

儀・例 o灘

糖　 覗　 野　 数

l

i　4°°
f

I　4°°

糠tLi胞・子数 7武∫　線　歩　合

10　　　　　　　　　40

306 100

2ド均1槻野胞子、数

0．03

0．77
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2w’亘糖曲法 p
．．．．．．．．．．一．　新　法i

3　例
二普菰法

新　　法

4eo

400

400

400

12

23s

　6

152

40　　　　　　　　0，03

100　　　　　　　　　0．60

30　　　　　　　　　0．02

100　　　　　　　　　　　　　0．3S

｛儲液醐3℃瀞櫛寺間2鱒臥沈翻傲は各イ脇法畑じ各2。碗佛汎すp

　　　　　　IV・著暫の沈降管に依る胞子の検出数と静置時間との關係

（1）試　験　力　怯

鱗蛾撒水を以て轍いコ・1講働1螺駿・、5％濾礫に濃厚翻…力哩灘加へ、

被髄灘・・に凱所離の胞子勧1へ・轍の沈降法に依り灘購せしめ萌趨・田1敏

澗一沈降管の沈降胞子数を鏡瞼した。其の他はIVの揚合ざ同鎌である。

（2）試　駿　成　績

灘22℃乃瑠粥の下1二欄し海旺の沈降劇包陸鏡瞼しtるに、灘2，．，、暢合に

は、72剛旧乃至12〔｝lli捌Uにして管内全胞了・の沈降するを見た。而して各【1別に胞子の沈降状態

を検するに・最初の蹴1…間に金胞初7賜麟光降し・劾2・塒間に16％の麟胞祷認め

た。從つて48博閥に全胞整の91％内外の胞了」を獲見し得た理である。

故に本法轍るn紺瀞鵬1削畷用的に煽灘2臼にて激なし訟ひ鶴る。その成
績を衷示すれば≡欠の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　表

　辮概時間　　　實験例

沈　降粂”億　子　．数

　　　24時

　　　48時

　　　72時

　　　96時

　　　120碍

　　　144噂

上　　　澄　　　液

躍　　　　　　　数　　［　　沈　　降　測　命

エ　1　2　1　3　1　1　1　2「　　3

79787

53411

13615

9555

2445

　761

　　0

　　0

8772

7732

530

410

100

　0

，0

　e

109

6盗

29

13

　3

　0

　0

　0

100

66．9

17，1

12．0

3．1

0．9

　0

100

88．1

6．0

4，7

1．1

　0

　0

100

5S。7

26．6

11，9

2．8

　・0

　0

備　考

　a．　液澁22°e－｝23’c、

b・各伽耽附4本宛難し鏡解o親野搬し舘馳撒を示ナ。

c・上澄灘㈱麟獣移し・遽紛離畿以て3、。。。回5分廻1［軋後塒間灘し蹴せり。
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第　　4　表

、些一適
青縦時葡＼＼製塗岡

1　　　　　沈　降杢胞子：数

　　　　　　　24時

　　　　　　　48時

　　　　　　　72時

　　・96時

上　　　澄　　　液

賀　　　　　激　i　沈　降　割．合＿．
・　1　2　1　3　1　エ　i　2　1　3

111

79

22

1

0

0

46

35

10

備考　液温23～2聖c、他は第3i喪に同じo

1

0

0

22

20

1

1

0

0

V，総　　　括

」．oo

71．2

工9．8

9．0

0

100

76．1

21．7

2．2

0

lOO

go．9

4．5

4．5

0

1．　自然沈降瞼査法に於ける一一新機査法に就て記載した。帥ち、著者の考案せる沈降管蚊に沈

　降管戴の構造及びその使用方法に就て述べた。

2．　瞥通自然沈降法さ著薪の方法εの胞子の楡出状態を比較した。其の結果に依れば、後者は

　前者に比し、胞子の検出数を30倍乃i軽90倍増加せしむるこεが出來た。

3．　著蕾の万法による静置iliS・間ざ胞子の沈降集奮昂伏態を試験せるに、被検液驚2e，e．ぐll了挫加．liE

　O．5％）の場合に於ては、72瀞醐乃至120π寺開にして管内企胞子は沈降：する。｛1トして最初の48

　時間に於て全胞子数の90％内外は沈降するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　（於滞洲鯛熊番誠撫1献瞼揚）
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　　　　　第1圖　　　　　　　　　　　　　　　　第2圖
著者の沈附と從來の沈降管とを示S一　　　　被槍液三：濾過方法の比較
　　　　　（實物の2分の1）　　　　　　　　　　　　　　　　（實物の2分の1）

A瀦の沈降餐；　B從來の沈降管　　　　．躇者の沈降管　B從來の沈降管
　　　A　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　B

　　　　　　　第　　3　圖

著者の沈降管架豪拉に沈降操作巾の沈降管を示す

　　　　　　　第　　4　岡

從來の沈降管架豪虹に沈降操作中の沈降管を示す


